
 

 

 

 

【成果】 

・授業において目標を示し振り返る活動が定着していることにより、授業が楽しいと答え

る数値が男女とも高い。また、ICTの活用状況は全国を上回っている。 

・一部種目で全国を下回るものがあるが、その他は全国をかなり上回っている。 

・体力・運動能力向上の目標を立てている数値は、全国を大きく上回っている。 

・児童同士が話し合う活動を取り入れたり ICTを活用したりと、授業改善が進んでいる。 

【課題】 

・朝食を毎日食べるとの回答が、男女とも全国を１０ｐ以上下回っている。 

・授業は楽しいと答えながら、「いつも進んで体育の学習に取り組んでいる」と答える数

値は全国を下回っている。「だいたい」を含めても下回っている。 

・ICTを使っての学習が進むが、そのことで授業内容が「できたり、わかったり」すると

答える数値が全国に比べて低く、より効果的な活用の工夫が必要であること。 

 

 

【成果】 

・授業において目標を示し振り返る活動が定着している。ICTの活用状況は毎時間であり、全国

を大きく上回っている。 

・男女の平均に差があるものの、女子は実技調査の５種目で全国を大きく上回り、意識や意欲な

どに良い相関関係が見られる。 

・体力・運動能力向上の目標を立てている女子数値は、全国を２０ｐ以上回っている。 

・生徒同士が話し合う活動、健康三原則の大切さを伝えること、人的・物的資源の効果的な組み

合わせ、学習したことを実生活に生かせるようにすることなどの数値が極めて高い。 

【課題】 

・毎日朝食を食べるとの回答は、男子で４０ｐ全国より低い。（女子は全国と同程度） 

・男子の実技調査結果は全体的に全国を下回っている。また、授業が楽しいと答える数値も全国

から比べてかなり低い。女子は逆にかなり高くなっており、男女差が大きい。「中学卒業後に自

主的に運動をしたい」「体力・運動能力に関する目標を立てている」など多くの項目で同様の結

果が見られる。 

・「「いつも進んで体育の授業に参加」は、男子で４０ｐ全国より低い。（女子は＋１６p） 

 

 

 

・スポーツ庁の「ICT端末を活用した体育・保健体育授業の事例集」を参考にしたデジタル学習基盤を

活用した「主体的・対話的で深い学び」の視点からの授業改善の推進 

・各種調査やデータに基づく体育科、保健体育科の授業改善（ストレッチ、投てき、ラダー等の要素の

取り入れ）及び「どさんこ元気アップチャレンジ」と連動した取組の推進 

・外部人材や資源を活用し、運動への興味・関心を高める取組の推進（「アスリートの派遣等による体

育授業等の充実・高度化の促進事業」活用、小中連携に基づくなど） 

・運動習慣の促進と定着を図るスポーツ教室（ジュニアスポーツクラブJSC）、町民対象の各種大会やイベ

ント、スキーツアー等の企画、実施など 

・地域スポーツ団体への活動費や大会参加費助成、施設無料対応等によるスポーツ振興。部活動の地域

展開推進 

・望ましい食生活の定着を図る栄養教諭を活用した栄養指導の継続 

調査結果の分析 

小 学 校 

中 学 校 

体力・運動能力等の向上・改善への取組 


